
安心・安全な京都づくりを支える治水対策の
促進について

【担当省庁】国土交通省

平成 25 年 9 月の台風第 18 号は、平成 16 年台風第 23 号の総雨量を

超える記録的豪雨を京都府全域にもたらし、由良川水系、淀川水系桂

川、宇治川、木津川流域で甚大な被害が発生した。さらに、本年 8月

の局地的集中豪雨により、由良川流域の福知山市の中心市街地で 4,425

棟（床下 2,430 棟、床上 1,995 棟）が浸水するなど大きな浸水被害が

発生した。

こうした被害を防止するため、治水安全度の早期向上に必要な予算

を確保し、内水対策を含めた総合的な治水対策を強力に推進していた

だきたい。

本年 8月豪雨による福知山市域の浸水被害の軽減
◆ 異常気象に伴う大規模浸水被害の発生に備え、緊急性の高い対策

を集中的に講じられるよう、国・府・市町村が連携し、河川事業、

下水道事業の実施に加え、防災調節池等の貯留施設やグラウンド貯

留等の流域対策を総動員した、異常気象による豪雨に伴う浸水対策

のための新たな補助制度を創設していただきたい。

◆ 特に、本年 8月豪雨による福知山市域の浸水被害の軽減を図るた

め、「由良川流域（福知山市域）における総合的な治水対策協議会」

での対策方針の年内具体化と内水排除施設の整備や機能向上の増強

対策等の早期実施などの流す対策の強化に加え、貯める対策の積極

的な導入を図る異常気象に伴う災害への対応について、上記の補助

制度の創設も含め、強力に推進していただきたい。

○ 当面、本年 8月豪雨並の雨量であっても床上浸水をなくすこ

とを目標とし、その後、長期的な対策を実施

○ 当面の対策として、例えば以下の対策を実施

①：国による弘法川及び法川の排水機場に係るポンプ設備の

増強・拡大

②：府管理河川の弘法川及び法川の整備について「床上浸水対

策特別事業」をはじめとした補助事業等での採択

③：国・府・市の役割分担に基づく内水対策として貯留施設

整備（下水道整備を含む）等について事業採択
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由良川の緊急治水対策の強力な推進
◆ 由良川の浸水被害の早期軽減、解消を図るため、以下の緊急治水

対策を強力に推進していただきたい。

○ 平成 25 年 11 月に発表された緊急治水対策の整備推進のため

の事業費の確保

○ 由良川緊急治水対策の中流部の連続堤防の早期完成を目指し

た整備の推進及び下流部の輪中堤や宅地嵩上げの整備の推進

桂川の緊急治水対策をはじめとする直轄管理河川の治水対策

の強力な推進
◆ 直轄管理河川の治水対策を強力に推進していただきたい。

○ 桂川（嵐山・羽束師地区）、鴨川の溢水解消のための緊急治水

対策の推進
・平成25年 11月に発表された緊急治水対策の整備推進のための事業費の確保

・桂川改修に当たっての地元への適確な情報発信等の円滑な事業調整

・嵐山地区の治水対策と環境・景観・観光等が調和した整備を進めるための

早期の計画策定

・市街地に隣接した貴重なオープンスペースとしての公園等の確保

○ 宇治川、山科川の水位低減、洪水期間の短縮等を図る施策の

実施
・天ヶ瀬ダム再開発事業の推進

・塔の島地区の改修及び宇治公園再生計画の推進

・宇治川の堤防強化等の治水対策の推進

・堂ノ川（木幡池）等のポンプ排水を含めた内水対策の検討と対策の具体化

○ 洪水時の木津川堤防の安全性の確保、向上
・木津川の堤防強化等の治水対策の推進

・沿川の八幡市、木津川市、井手町等のポンプ排水を含めた内水対策の検討

と対策の具体化

○ 三川合流部をはじめ淀川・由良川直轄河川管理施設の耐震・

軟弱地盤対策の実施

◆ 川上ダム検証における本年８月の継続との対応方針を受け、木津川

の治水安全度の向上を図るため、ダムを早期に完成していただきたい。

◆ 丹生ダム及び大戸川ダムの検証について、早期に結論を出してい

ただきたい。
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「防災・安全交付金」による京都府管理河川等の改修の推進
◆ 台風や集中豪雨などによる浸水被害の軽減を図るため、現在実施

中の京都府管理河川（桂川、鴨川、園部川、福田川など）の改修を

強力に推進するために必要な平成 27 年度の「防災・安全交付金」

を増額確保していただきたい。

「床上浸水対策特別緊急事業」による古川の整備の促進
◆ 平成 26 年度に「床上浸水対策特別緊急事業」に古川を採択して

いただいたところであるが、事業の計画期間の平成 30 年度までに

事業を完了するため、京都府が必要とする平成 27 年度の予算を確

保していただきたい。

人家集中市街地にある天井川改修の「施設機能向上事業」へ

の採択
◆ 京都府では、川底が周辺地盤より高い天井川の数が 23 河川と全

国で 2番目に多く、その大半は府南部の人家が集中する市街地にあ

り、一度天井川が決壊すれば被害が甚大になることから、青谷川な

どの天井川の改修を一層推進するため、天井川の堤防の強化等を

「施設機能向上事業」に採択していただきたい。

＜国土交通省の概算要求＞

◎ 気候変動等に伴う水害の頻発・激甚化に備えた治水対策 約 4,916 億円

◎ 激甚な水害・土砂災害が発生した地域等において集中的に実施する災害対策

約 1,973 億円

【京都府の担当課】

建設交通部 河川課 075-414-5282


